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※日本共産党の活動をお知らせします 

この 1 年、お世話になりました。 
 10月には、森友・加計疑惑などの世論に追いつめられた安倍政権の国会解散

と総選挙。野党共闘への逆流と分断がありました。しかし、日本共産党は候補

者を降ろすという決断も含めて、安倍政権の暴走を止め、野党共闘の前進のた

めに奮闘しました。党議席が後退したことは残念でしたが、思想・信条の違い

をこえた共闘こそ、日本の攻治を変える道ということがはっきりし、私たち日

本産党自身も強く大きな党にならなければと痛感しています。 

 来年 3月には大震災から 7年が経過し 8年目となります。市民にも市政にも

たくさんの課題がありますが、来年もみなさんとごー緒にがんばる決意を申し

上げ、年末のごあいさつといたします。  日本共産党陸前高田市議団 
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                      藤倉泰治  大坪涼子   伊勢純 

 伊勢議員は、市内で難病を持つ人の現状

を質問しました。 

 指定難病の医療費受給者証を持つ人が

191人。伊勢議員は、難病の患者や家族も不

安を抱えているが、市の対応を質問。 

 民生部長は、難病患者が利用できる障が

い福祉サービスのお知らせとともに、県と

連携し難病の患者が希望するサービスや支

援のアンケートをおこない、効果的な支援

ができるようにすると答えました。 

 また伊勢議員は、来年度からの新しい障

がい者福祉計画に難病対策をどのように盛

り込むのかと質問。 

 民生部長は、施策、事業の進め方、指標

などに反映させたい考えを示しました。 

総合計画の質問で 伊勢純議員 

戸羽市長「防災・減災を学ぶ先進地に」 

 伊勢議員は、現在、策定が進む総合計画について、本市のまちづくりの方向と

可能性を戸羽市長はどのように考えているのかと質問。 

 戸羽市長は、「東日本大震災を経験した本市だからこそ、防災・減災・災害対

応を学ぶ先進地として、交流人口の拡大や地域防災力の向上に繋げ、魅力を高め

たい。また、誰もが快適に過ごせるまちづくりとして、ノーマライゼーションや

バリアフリーという言葉すら必要のない社会の実現に向けて取り組んでいる。本

市だからこそ、実現の可能性があると考えている。陸前高田グローバルキャンパ

スで、各自治体の首長を対象とした、クライシス・マネジメント力強化プログラ

ムを開催し、緊急時の意思決定力などの向上を目指す取組みを行う」と答えまし

た。 

大震災や防災の案内場所 大坪涼子議員 

本丸公園整備で復興庁と協議中 
 大坪議員は、中学生や高校生の修学旅行生などが多く訪れている本市では、

鎮魂や震災遺構などの場所が一本松など以外は、わかりにくいという声を聞く

とし、市の考えを聞きました。 

 村上企画部長は、平成 28年度の観光入込客数は 56万 4千人で、今後は既存

の観光施設等と合わせたモデルコースの設定などに取り組むと答弁。 

 さらに大坪議員は、新しい市街地で鎮魂や避難場所としての本丸公園の整

備、そして応急仮設住宅なども大震災の教訓などを知る場所として重要と思う

とし、市の考えを聞きました。 

 企画部長は、「本丸公園は、復興する本市の様子を見ていただける大切な場

所であり、震災の教訓や防災・減災を学ぶうえで最適な場所。中心市街地に最

も近い高台である本丸公園を一時避難場所としても整備するため、現在、復興

庁と協議を進めている。また、応急仮設住宅も大変重要であり、県などとの協

議を重ねながら今後検討する」と答えました。 

 大坪議員は、本丸公園の整備が重要であることを指摘し、阿部建設部長は、

本丸公園への車が入ることが出来る道の整備を検討していることを明らかに

しました。 

伊勢純議員 難病のことで質問 冬 期 カ ン パ 

 日本共産党の財政は、寄付、
党費、機関紙などの事業活動
で支えられています。 
 日本共産党は企業献金も税
金からの政党助成金も１円も
受け取っていません。 

ありがとうございます 
12月議会の報告⑤ 


